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2007 年 9 月から、ザンビアのシナゾンウェ州にて気象観測を開始した。以下にここま

での観測・解析結果をとりまとめる。 
2007/2008 年雨季は 12 月初旬から 3 月中旬頃までであったと考えられる。3 つの観測サ

イト（A：低地、B：斜面地、C：高地）では、雨量がそれぞれ異なっており、サイト A と

B で多く（A：1600mm、B：1586mm）、C では少なかった(1426mm)。なお、ここで示した

雨量は、村内に配置した雨量計（A：11 地点、B：13 地点、C：12 地点）の平均値である。 
時別の平均雨量をみたところ、A と B では日変化が大きく、特に夕雨が顕著であった。

一方、C では日変化が小さく、夕方のピークも認められない。総降水量は C が A、B より

も 150mm 以上少ないが、C の夕雨が無いところがそれらの差に寄与していると考えられる。 
これまでの聞き取り調査の結果、調査地域の人々の意識として、高地では低地よりも

雨量が多いというものが得られている。しかしながら、今回の観測では逆の結果が得られ

た。観測がまだ 1 年分なので確定的なことは言えないが、雨季の期間は、高地の方が気温

が低く日射量も少なかったことから、土壌の乾燥速度が低地の方が早く、それが人々の印

象として、低地で雨量が少ないということになった可能性が考えられる。 
各サイトでは、雨量観測点間の差が大きかった。すなわち、最大雨量観測点と最小雨

量観測点の差が、A では 140mm、B では 190mm、C では 176mm である。また、降水分布

パターンにも特徴的な分布が見られた。A では降水量の多い地点が南西方向に偏在してお

り、B では標高に比例して降水が増加しており、また C では中心域で降水量が少ない。降

水量の季節変化は他の地上気象要素とよく一致していた。気温、風、日射量などの気象要

素は 3 つのサイト間で異なった変化を示している。以上のような季節変化が、シナゾンウ

ェにおける観測対象地域の一般的な気候特性を示しているのか否か、今後も観測を継続す

ることによって明らかにしていきたい。 
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